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江
戸
時
代
の
能
楽
は
、
幕
府
の
式
楽
で
あ
る
、
と
一
般
的
に
は
説
明
さ
れ
る
。
能
楽
史
に
お
い
て
も
、
こ
の
定
義
に
は
例
外
が
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
Ｍ
様
に
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
式
楽
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
能
楽
は
、
形
式
主
義
化
し
た
儀
式
の
一
部
を
成
す
も
の
と
の
印
象
を
強
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
江
戸
幕
府
の
支
配
に
お
い
て
、
能
楽
が
一
つ
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
Ⅱ
を
伏
せ
さ
せ
て
き
た
。
乱
世
の
収
束
以
来
、
江
戸
幕
府
は
、
す
べ
て
の
個
人
を
何
ら
か
の
社
会
組
織
に
組
み
込
み
、
集
団
毎
に
役
を
割
り
当
て
る
と
い
う
支
配
を
敷
い
た
。
そ
う
し
て
身
分
や
職
分
毎
に
機
能
分
化
さ
せ
た
集
団
を
統
合
す
る
原
理
は
、
も
は
や
徳
川
家
の
圧
倒
的
な
武
力
を
基
盤
と
す
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
ｌ
身
分
制
社
会
の
仕
同
性
空
間
Ｉ
は
じ
め
に
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
あ
る
種
の
合
理
性
に
基
づ
く
支
配
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
や
制
度
に
よ
っ
て
現
実
と
な
っ
た
が
、
そ
の
現
実
化
さ
れ
た
支
配
制
度
は
、
宋
学の「礼」に基づく価値規範によって支えられていた。
江
戸
幕
府
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
能
楽
の
う
ち
、
本
稿
で
は
町
入
能
を
採
り
あ
げ
る
。
町
入
能
は
、
史
料
上
で
は
「
御
能
拝
見
」
あ
る
い
は
「
御
能
一
一
付
町
入
り
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
の
町
人
能
と
は
、
将
軍
就
任
や
肚
嗣
元
服
、
あ
る
い
は
婚
礼
、
昇
進
な
ど
の
徳
川
家
の
祝
儀
に
当
た
っ
て
江
戸
城
の
公
的
な
場
で
あ
る
表
で
行
わ
れ
た
能
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
勅
使
・
院
使
を
は
じ
め
と
す
る
公
家
、
武
家
、
江
戸
古
町
の
町
人
が
江
戸
幕
府
の
馳
走
を
受
け
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
町
入
能
は
、
異
な
る
身
分
集
川
（１）
が
場
を
同
じ
く
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
川
上
真
理
一ハ’一一
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に
、
異
な
る
身
分
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
入
能
の
場
は
、
当
該
期
の
身
分
制
社
会
を
表
象
す
る
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
町
入
能
の
場
に
お
け
る
空
間
構
造
及
び
能
楽
の
実
践
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
社
会
を
検
討
す
る
こ
と
と
も
言
え
よ
う
。
そ
こ
か
ら
は
、
当
該
期
の
政
治
権
力
が
持
っ
た
支
配
論
班
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
本
稿
で
は
、
町
入
能
に
お
け
る
能
楽
の
実
践
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
祝
儀
能
に
必
ず
用
い
ら
れ
（２）
る
「
開
口
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
開
口
の
原
則
を
示
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
節
で
は
、
享
保
期
の
幕
府
町
入
能
に
お
け
る
演
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
文
句
と
演
目
の
内
容
を
所
作
も
含
め
て
分
析
し
、
そ
こ
に
幕
府
の
支
配
理
念
を
読
み
取
っ
て
い
く
。
以
ｔ
の
検
討
か
ら
、
町
入
能
の
場
は
、
こ
と
ば
及
び
身
振
り
を
駆
使
し
て
、
集
川
の
秩
序
化
が
図
ら
れ
た
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
川
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
を
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
支
配
の
一
機
能
と
し
て
示
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
１
幕
府
が
意
図
す
る
開
口
の
原
則
と
機
能
本
項
で
は
、
開
川
の
原
則
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
開
口
法
政
史
学
第
六
十
二
号
開
ロ
に
よ
る
秩
序
形
成
を
規
定
す
る
こ
と
で
集
団
を
ど
の
よ
う
に
秩
序
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
幕
府
の
意
識
を
考
察
す
る
。
次
に
示
す
の
は
、
「
米
府
紀
事
略
」
に
み
ら
れ
る
、
林
鳳
岡
が
仕
え
た
家
綱
治
世
下
に
お
け
る
祝
儀
能
で
の
開
口
の
原
則
に
つ
い
て
の
（３）
記
事
で
あ
る
。
こ
の
①
以
下
の
部
分
に
は
、
幕
府
祝
儀
能
で
の
開
Ⅱ
の作成と能役者への伝達の過程について、②以下の部分に
は
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祝
儀
能
で
使
用
を
決
め
ら
れ
て
い
る
文
句
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
（１）
一
御
公
儀
御
祝
儀
の
御
能
に
は
必
開
口
有
り
、
文
句
ハ
弘
文
院
撰
ミ
て
、
若
年
寄
に
出
し
、
若
年
寄
よ
り
脇
師
へ
渡
ざ
る
を
、
其
脇
師
一
人
に
而
能
く
覚
へ
、
親
子
兄
弟
た
り
と
も
他
見
す
る
こ
と
無
し
、
開
口
の
文
句
に
三
段
有
り
、
禁
裏
の
御
能
に
は
、
日
出
た
か
り
け
る
御
代
と
か
や
と
留
め
、
将
軍
家
ハ
時
と
か
や
、
同
守
は
国
と
か
や
と
留
る
な
り
、
故
に
脚
持
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
、
開
口
を
咄
ふ
事
能
ハ
（六代藩主則継〉
す
、
梅
厳
公
の
御
代
の
御
能
に
も
終
に
開
川
ハ
な
か
り
け
る
と
也
①
以
下
に
は
、
開
口
の
文
句
は
林
家
が
撰
文
し
、
若
年
寄
を
通
し
て
脇
師
に
渡
さ
れ
る
と
あ
る
。
受
け
取
っ
た
脇
師
は
、
文
句
を
極
秘
に
し
て
自
分
一
人
で
覚
え
る
と
あ
る
の
で
、
開
口
は
御
能
開
催
ま
で
秘
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
②
以
下
に
み
ら
れ
る
使
用
を
決
め
六
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ら
れ
て
い
る
文
句
は
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
文
末
の
留
め
方
が
あ
る
。
そ
の
文
末
の
「
め
で
た
か
り
け
る
」
の
後
の
留
め
方
は
、
禁
裏
で
は
「
御
代
と
か
や
」
、
将
軍
家
で
は
「
時
と
か
や
」
、
国
持
大
名
家
で
は
「
国
と
か
や
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
末
の
一
二
種
類
の
留
め
方
に
は
、
江
戸
幕
府
が
措
定
す
る
朝
廷
・
幕
府
・
脚
持
人
名
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
支
配
の
時
間
と
空
間
に
対
す
る
認
識
が
反
映
し
て
い
た
と
一
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
（４）
家
に
は
「
御
代
」
、
将
軍
家
に
は
「
時
」
と
い
う
時
間
的
調
い
識
、
国
持
大
名
に
は
「
国
」
と
い
う
領
域
的
認
識
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
時
」
は
、
徳
川
将
軍
が
そ
の
時
代
に
権
勢
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
武
家
政
権
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
、
徳
川
氏
を
一
過
性
の
存
在
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
置
し
て
天
皇
は
、
血
統
に
保
証
さ
れ
た
伝
統
的
権
威
あ
る
存
在
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
徳
川
家
に
伝
統
的
権
威
を
付
与
し
な
い
姿
勢
は
、
江
戸
幕
府
を
事
実
上
の
同
家
統
治
者
と
考
え
る
合
理
的
解
釈
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
。
一
方
で
、
川
持
大
名
は
「
同
」
単
位
の
認
識
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
同
規
模
で
の
領
土
的
支
配
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
は
、
自
ら
を
時
間
的
支
配
を
前
提
と
し
た
全
領
域
的
統
治
者
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
両
者
は
、
支
配
の
質
が
異
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
持
大
名
の
日
立
性
に
よ
っ
江
戸
城
町
人
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
前
項
で
は
、
開
口
は
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
の
差
異
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
国
持
大
名
と
幕
府
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
口
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。
川
国
持
人
名
ｌ
加
賀
藩
の
事
例
ｌ
加
賀
藩
で
は
、
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
九
月
二
八
日
に
、
藩
主
吉
徳
の
初
入
部
を
祝
し
て
能
興
行
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
御
能
拝
見
を
通
達
す
る
書
面
に
は
、
「
御
家
僑
井
御
入
川
為
御
祝
儀
御
能
御
輿
行
御
家
中
の
人
々
見
物
被
仰
付
候
二
付
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
御
能
拝
見
は
、
加
賀
藩
家
中
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
と
き
の
開
口
は
、
家
中
に
聞
か
せ
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
、
そ
の
と
き
の
開
ｕ
で
（５）
ある。
て
、
両
者
の
立
場
が
逆
転
す
る
可
能
性
を
断
つ
た
め
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
口
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
使
う
文
句
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
三
者
の
間
に
あ
る
差
異
を
明
確
に
し
、
幕
府
を
軸
に
し
た
関
係
性
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
を
秩
序
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
這う。
２
同
持
大
名
・
幕
府
が
使
う
開
川
の
内
容
と
機
能
六
五
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開
口
文
句
田
中
左
源
太
造
之
夫
諸
侯
に
三
ッ
の
宝
あ
り
土
地
・
人
民
・
政
事
と
こ
そ
う
け
継
代
々
は
久
堅
の
天
満
神
の
末
と
し
て
万
代
を
猶
松
梅
の
折
し
も
菊
の
千
と
せ
ま
て
越
の
白
根
の
本
固
く
恵
み
も
深
き
国
と
か
や
こ
こ
で
は
、
作
成
者
の
田
中
左
源
太
な
る
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
辻
氏
に
よ
る
と
、
幕
府
及
び
大
名
家
の
開
口
は
、
林
家
を
中
心
と
し
た
朱
子
学
派
の
系
統
、
禁
裏
の
開
口
は
、
（６）
伊
藤
仁
斎
系
統
の
古
義
学
派
が
作
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
儒
者
が
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
以
下
で
考
察
を
行
う
。
で
は
、
開
口
の
内
容
を
み
て
い
く
。
前
半
で
は
、
大
名
一
般
に
普
遍
化
で
き
る
理
念
、
後
半
で
は
、
加
賀
前
田
家
の
盤
石
な
る
永
続
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
前
半
で
、
大
名
の
義
務
は
各
々
の
支
配
領
域
に
お
い
て
、
「
土
地
・
人民・政事」を司ることと述べた部分
に
は
、
二
つ
の
認
識
が
み
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
「
土
地
・
人
民
・
政
事
」
を
「
代
々
」
に
継
承
し
て
い
る
と
い
う
通
時
的
認
識
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
が
家
中
に
対
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
「
土
地
・
人
民
・
政
事
」
を
補
佐
す
る
こ
と
は
、
藩
主
そ
し
て
将
軍
へ
の
義
務
と
説
く
共
時
的
認
識
で
あ
る
。
わ
ず
か
数
（７）
文
字
で
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
文
句
自
体
は
非
常
に
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
示
す
の
は
、
天
道
思
想
の
「
国
主
の
法
政
史
学
第
六
十
二
号
国
を
預
る
事
は
、
天
子
の
天
道
よ
り
天
下
を
預
り
た
る
と
同
じ
。
是
（８）
又
万
民
安
穏
に
し
て
、
天
下
の
為
に
忠
を
田
心
ふ
く
し
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
よ
り
上
位
者
へ
の
忠
義
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
国
持
大
名
家
で
は
、
家
の
永
続
を
祈
念
す
る
の
に
加
え
、
家
と
し
て
の
藩
と
政
府
と
し
て
の
藩
及
び
公
儀
へ
の
忠
孝
を
盛
り
込
ん
だ
開
口
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
家
臣
を
対
象
に
し
た
能
の
場
で
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
儀
礼
の
場
で
の
音
声
に
よ
く９）
る教諭と一一一一口えよう。
②
幕
府
江
戸
幕
府
の
町
入
能
に
お
い
て
、
最
初
に
開
口
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
Ｗ
二
九
月
家
綱
誕
生
の
祝
儀
能
で
あ
っ
た
（
表
２
参
照
）
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
幕
府
開
口
の
作
成
者
が
儒
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
後
に
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
示
す
の
は
、
作
成
者
が
明
示
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
幕
府
開
口
で
ある。まず
最
初
の
も
の
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
四
月
、
家
継
将
（皿）
軍一且下の開口である。
阿
月
五
日
、
将
軍
宣
下
御
祝
儀
御
能
、
開
口
、
新
井
勘
ケ
由
殿
作
、
進
藤
権
右
衛
門
勤
之
、
夫
ま
す
ら
を
の
梓
弓
八
島
の
外
も
な
び
く
世
に
初
も
と
ゆ
ひ
の
紫
の
藤
浪
と
を
く
度
か
け
て
松
の
さ
か
え
は
い
や
ま
一ハーハ
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し
に
め
で
た
か
り
か
る
時
と
か
や
こ
の
と
き
の
作
成
者
は
新
井
白
石
、
そ
れ
を
謡
っ
た
役
者
は
脇
師
進
藤
権
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
白
石
が
そ
の
礼
楽
論
で
標
榛
し
て
い
た
の
は
、
武
力
と
権
威
を
備
え
た
将
軍
の
君
臨
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
（ｕ）
』
え
る
と
、
こ
の
将
軍
就
任
を
祝
す
る
開
口
は
、
徳
川
家
の
支
配
の
根
幹
は
武
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
八
島
の
外
」
に
ま
で
も
及
ぶ
こ
と
を
述べたものと一一一一Ｍえる。
次
は
、
正
徳
五
年
二
七
一
五
）
五
月
に
、
江
戸
城
で
開
催
さ
れ
た
能
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
能
は
、
同
年
四
月
に
家
康
（ｕ）
没
後
百
年
の
法
会
が
終
了
し
た
こ
と
を
祝
し
て
開
催
さ
れ
た
。
当
四
月
十
七
日
、
東
照
宮
百
年
御
忌
相
済
、
五
月
十
一
日
於
江
城
御
能
在
之
、
番
組
、
開
口
弘
文
院
林
学
士
作
夫
日
の
光
山
高
く
う
ご
か
ぬ
御
代
は
百
々
と
せ
の
後
な
を
よ
る
づ
代
々
か
け
て
若
竹
の
葉
の
生
つ
ず
く
松
の
み
ど
り
は
見
へ
ほ
に
て
目
出
度
か
り
け
る
時
と
か
や
林
鳳
岡
が
作
っ
た
こ
の
開
口
は
、
徳
川
家
の
安
泰
と
長
久
を
日
光
東
照
宮
の
威
徳
に
寄
せ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
右
で
は
、
江
戸
幕
府
の
開
口
は
、
幕
府
政
治
の
理
念
の
面
を
支
え
る
儒
者
が
作
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、
内
容
に
注
目
し
て
、
開
口
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
化
）
表
１
は
、
「
江
戸
幕
府
日
記
」
を
中
心
に
、
幕
府
や
能
役
者
の
記
録
か
ら
幕
府
開
口
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
全
部
で
三
七
あ
る
開
口
の
う
ち
、
八
つ
を
除
い
て
す
べ
て
に「松」という語があった。この徳川氏を暗示する「松」
の性質は、寛文一一一年（一六六一一一）五月日光社参の「千年の
色
増
り
」
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
九
月
綱
吉
将
軍
宣
下
の
「
緑
常磐」、延享二年（一七四五）一一月家重将軍官一下の「而
枝
千
枝
の
す
ゑ
葉
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
徳
川
将
軍
家
の
盤
石
・
長
久
・
繁
栄
が
描
か
れ
て
い
た
。
次
に
、
文
句
の
主
部
が
「
君
が
代
」
で
あ
る
の
は
、
吉
宗
・
家
重
・
家
治
・
家
斉
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
川
名
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞれ祝儀の対象であることから、「君が代」は「将軍の代」
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
将
軍
は
当
代
の
統
治
者
と
し
て
表
明
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
更
に
徳
川
将
軍
の
権
威
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
が
あ
る
。
一
つ
Ｈ
に、寛文三年五月の家綱、享保一一一一年（一七一一八）四月の
吉
宗
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
五
月
の
家
治
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
五
月
の
家
慶
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
た
日
光
社
参
で
は
、
「
日
の
光
」
す
な
わ
ち
東
照
大
権
現
に
よ
る
当
代
の
安
寧
が
述
べ
ら
れ
た
。
二
つ
目
に
、
宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
九
月
家
袷
将
軍
宣
下
に
は
、
将
軍
の
恩
恵
に
よ
る
天
下
の
安
穏
、
す
な
わ
ち
将
軍
の
六
七
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Ｋ＜
俎
昌
田
朴
雛
ｲ
<
＋
１
１
噸
ｌ
江
戸
幕
府
開
口
一
覧
五 Ｉ１
Ｌ
ＩＨＩ 年代元号年 西暦 月 日 祝儀
開
、
典
拠
ａ
ｂ
Ｃ
。
③
寛
永
正
保
1８２
1641
1645
９４
９2９
家
綱
誕
生
家
綱
元
服
叙
任
そ
れ
十
返
り
の
松
の
色
と
き
は
か
き
は
の
ま
も
り
あ
る
神
風
ふ
く
や
四
方
の
海
廣
〈
治
る
御
代
な
れ
ぱ
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○○
④
慶
安明暦
万
治
寛
文
４２２３
1651
1656
1659
1663
８６９５
2２2２1２1９
将
軍
宣
下
家綱病気平癒・袖留
家
網
本
丸
移
徒
日
光
社
参
夫
国
お
さ
ま
っ
て
松
に
千
年
の
色
ま
さ
り
天
下
ふ
さ
う
の
名
城
た
り
か
よ
ふ
に
め
て
た
き
御
代
な
れ
は
ひ
と
へ
に
お
さ
ま
る
時
と
か
や
ソレ松ﾉ葉ノ千年ノ色ノカワラネハフカキメクミノウルホヒニヒルケル蘭ノキクノ花ヨワヒヲモヘテカキリナクメテタカリケル時トカヤ
夫万木の中にても松は千年の色増り晴わたりたる夏日のながきを添て治れる万代までもかぎりなくめでたかりける時とかや
○○
○○
⑤
延
宝
８
1６８０
９
1８
綱
吉
将
軍
宣
下
夫
松
は
千
年
の
緑
常
磐
に
て
梢
の
け
し
き
ざ
は
や
か
に
恵
の
陰
の
あ
ら
た
な
る
正
木
の
か
づ
ら
代
々
氷
く
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○
⑥
宝
永
６
1709
５
３
家
宣
将
軍
宣
下
夫
天
長
〈
地
久
に
う
け
つ
ぐ
松
の
影
ひ
ろ
〈
お
な
し
み
と
り
の
早
苗
月
と
ふ
る
民
さ
へ
ほ
こ
ら
し
く
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○
⑦
正
徳
正
徳
３５
1713
1７１５
４５
５1１
家
継
将
軍
宣
下
御
神
忌
そ
れ
ま
す
ら
男
の
梓
弓
や
し
ま
の
外
も
な
び
く
代
に
初
元
結
の
紫
の
藤
浪
遠
夏
懸
し
松
の
栄
は
い
や
ま
し
に
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
それ日の光山高〈動かぬ御代は百とせの後猶寓代々かけて苦竹の葉の生つずく松のみどりはみさほにてめでたか1)ける時とかや
○○
⑧
享
保
享
保
享
保享保
元
文
一元1０1３1６２
1７１６
1725
1728
1731
１７３７
８４４1２６
1５１１2８1９６
吉
宗
将
軍
宣
下
家
重
元
服
叙
任
日
光
社
参
家
重
婚
礼
家
治
誕
生
註３
夫
い
や
高
く
生
の
ほ
る
陰
も
千
尋
の
涜
松
の
万
代
よ
ハ
ふ
秋
風
に
四
万
の
海
辺
も
し
つ
か
に
て
め
て
た
か
'
〕
け
る
時
と
か
や
そ
れ
千
と
せ
へ
ん
松
か
け
に
な
ら
ひ
て
生
る
若
竹
の
栄
へ
い
や
ま
す
色
み
せ
て
目
出
た
か
り
け
る
時
と
か
や
君
か
代
は
ゆ
た
か
に
て
ら
す
日
の
光
お
よ
ふ
や
し
ま
の
外
ま
て
も
め
〈
ミ
に
な
つ
く
民
の
戸
の
こ
と
に
さ
か
ゆ
く
時
と
か
や
夫
松
竹
の
二
千
代
の
三
冬
も
同
し
深
み
と
り
常
磐
垣
ハ
の
色
は
ゆ
る
御
蓬
生
に
相
生
の
か
げ
添
て
め
て
た
か
り
け
る
と
き
と
か
や
それ五百枝さす松の葉のかずにこもれる千代の色君のよはひの猶ながくざかふる影のあらはれてめでたかりける時とかや
○○○○
○
⑨
延享
宝
暦
宝
暦
２４1０
1745
1754
1760
1１1２２
３５1３
家
重
将
軍
宣
下
家
治
婚
礼
家
治
転
任
・
兼
任
註４
それ君が代をはじめにてあまた、びふる霜の松百校千枝のすゑ葉にもおなし常磐の色みえてめでたかりかける時とかや
それ天地の道久に相交りて霜八度八百万代も常磐なる松の緑にあらはしてならぴさかふる末までもめでたかりける時とかや
そ
れ
国
津
か
ぜ
治
り
て
生
栄
ぬ
る
松
が
え
に
千
と
せ
の
春
を
な
ら
べ
す
む
鶴
の
毛
衣
色
は
へ
て
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○○○
⑩
宝
暦
宝
暦
安
永
安
永天明
1０1２５９１
1760
1762
1776
１７８０
1781
９1１５９８
５1３1３５2５
家
治
将
軍
宣
下
家
斉
誕
生
日
光
社
参
家
治
転
任
御
養
君
様
被
仰
出
候
ク
ミ
ク
サ
ア
メ
ナ
カ
夫君か代ハ弥高き大樹のもとの百姓もなひきて安き此時の天長月の影久に松のミとりの色そへて目出度かりける時とかや
夫
真
直
な
る
君
か
代
ハ
千
尋
の
竹
の
若
み
と
り
枝
葉
さ
か
へ
て
生
つ
嵐
〈
根
ざ
し
も
長
く
久
し
き
ハ
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
夫弥高き天つ空情く和らぐ日の光山もうこかぬ御代なれは四方の海原波風もおさまる国のさかふるハ目出たかりける時とかや
夫
君
か
代
ハ
長
月
の
高
き
に
う
つ
る
影
仰
く
と
き
は
の
松
の
色
か
へ
す
枝
も
う
二
か
い
国
つ
風
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
夫
月
も
日
も
光
そ
ふ
君
か
恵
の
弥
高
き
松
の
若
木
を
養
ひ
て
栄
ふ
る
千
秋
万
歳
民
の
戸
ざ
図
ぬ
御
代
な
れ
は
目
出
度
か
り
け
る
時
と
か
や
○○○○○
⑪
天
明
７
1787
４
１６
家
斉
将
軍
宣
下
夫
君
が
代
を
は
し
め
に
て
千
と
せ
の
鶴
に
萬
代
の
亀
の
尾
な
か
き
例
と
て
松
の
み
ど
り
も
若
竹
の
枝
葉
ざ
か
ふ
る
末
迄
も
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○
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■
Ⅲ
、
氷
量
婚
８
家
A
L
延
牛
上
４
了
家
斉
乾
何
K
ｊ
ｌ
Ｊ
４
求
斉
怠
任
Ｉ Ｏ
Ｐ０
。
５
Ｉｌｌｌ｡’
１１
一ｌＩｌｌⅦ
⑭■
｡
１２
０１Ⅶ｡
２
－
_
＿
｣
(註１：ａ「江戸幕府日記」〈内閣文庫所蔵〉ｂ「触流御能組」〈法政大学能楽研究所所蔵〉ｃ「柳営日次記」〈雄松堂フイルム〉。「徳川実紀」より作成。丸数字は表２のそれに対応し、
将軍就任順位を示す｡）
(註２：「触流御能組」には、七五調で区切られる部分に謡記号ではなく読点が付されている｡）
(註３：「高安流開口文句集」（鴻山文庫寄贈、法政大学能楽研究所所蔵、史料番号伝140）には、「いわふ」とある。
ト
マ
ス
(註４：「高安流開口文句集」’二は□とある｡）
(註５：「高安流開口文句集」では、文句の横に謡記号であるゴマ点が振ってあり、「サシノゴトク」謡うことが指示されている｡）
とき
(註６：「触流御能組」に'よ、「ことふき」・「時」とある｡）
ｊＫ員
1罠11旦暮量Ｋ澄ｅ霊□・壇エヘ〕鑿性（＝弓）
天
明
寛
政
文
化
文
化
文化文政文政
７４６1０1３５1０
1７８７
1７９２
1８０９
1８１３
１８１６
１８２２
1827
1２８1２１１４３３
６1８９1８５４2２
種
姫
入
輿
家
慶
誕
生
家
慶
婚
礼
家
定
誕
生
家
斉
転
任
家
斉
転
任
家
斉
・
家
慶
昇
進
夫
千
代
を
ふ
る
霜
雪
に
常
磐
の
色
を
あ
ら
ハ
し
て
め
ぐ
み
そ
ふ
か
き
窓
の
竹
緑
を
そ
ふ
る
庭
の
松
枝
葉
ま
じ
へ
て
さ
か
ふ
る
ハ
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
いぺ、
夫
弥
高
き
松
の
陰
な
ら
ひ
て
生
る
此
君
の
千
代
万
代
の
秋
風
を
つ
と
ふ
る
栄
へ
繭
ね
ツ
、
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
夫松の葉の深みとりいつと１１)わかつ常磐にてえたをかわせる玉つはき千代に八千代の色そへてめてたか})ける時とかや
夫
相
生
の
松
の
蔭
ゆ
た
か
に
巣
た
つ
鶴
の
子
の
さ
か
ふ
る
す
え
や
幾
千
と
せ
か
き
り
し
ら
れ
ぬ
こ
と
ふ
き
は
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
夫しきませる四方のE1ゆたかにたもつ路とめてのほるくらゐの山かつら長きためしに引かれツ、めてたかりける時とかや
夫
君
か
代
は
咲
く
花
の
匂
ふ
か
ご
と
く
春
の
日
の
の
ぼ
る
光
り
を
仰
ぎ
つ
、
今
を
盛
の
寿
き
ハ
目
出
度
か
り
け
る
と
き
と
か
や
夫
い
や
た
か
き
く
ら
ゐ
山
。
ミ
ね
ざ
し
の
ほ
る
朝
日
か
け
。
八
し
ま
の
ほ
か
の
国
ま
て
も
。
あ
ま
ね
く
て
ら
す
御
代
な
れ
ば
。
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
○○○○○○
○
⑫
天
保
天保
弘
化
嘉
永
８1４２２
1837
1843
1845
1849
９５1１
４？】1８2７
家
慶
将
軍
宣
下
日光社参
本
丸
移
徒
家
定
婚
礼
そ
れ
千
代
ま
で
も
長
月
の
な
が
き
た
め
し
に
梓
ゆ
み
ひ
く
や
ゆ
ず
る
の
轡
に
て
八
し
ま
の
外
の
浦
か
ぜ
も
治
ま
る
浪
の
し
づ
け
さ
は
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
よ
も
夫
い
や
高
き
山
の
名
は
四
方
に
か
ぎ
や
く
日
の
光
り
げ
に
あ
き
ら
け
き
ま
つ
り
ご
と
神
も
う
れ
し
と
ミ
づ
垣
に
ひ
く
し
め
な
わ
の
長
き
代
ハ
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
う
こ
９
と
の
あ
い
そ
い
ｆ
』
と
せ
夫
勤
な
き
殿
つ
く
り
。
民
の
力
も
君
か
為
。
お
し
ま
ぬ
時
に
相
生
の
。
松
の
千
年
の
こ
と
ぶ
き
を
。
き
こ
へ
あ
げ
た
る
萬
人
。
よ
ろ
づ
代
ま
で
の
石
ず
ゑ
ハ
。
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
A
I
5
ゴ
ご
▲
と
こ
夫
相
生
の
松
の
色
。
深
き
契
り
の
今
よ
り
ハ
。
小
松
数
多
に
孫
枝
さ
へ
。
さ
し
そ
は
り
つ
国
常
と
ハ
に
。
栄
ゆ
く
千
代
の
寿
は
。
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
○○○
○
⑬
嘉永
６
1853
1１
2５
家
定
将
軍
宣
下
＝
、
夫
弥
高
〈
蔭
繁
る
。
常
磐
の
松
の
色
ふ
か
〈
。
緑
色
そ
ふ
今
よ
り
ハ
。
千
と
せ
栄
へ
て
＋
返
り
の
。
花
咲
春
を
こ
と
ぶ
く
ハ
。
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
○
⑭
安
政文久
文
久
５１２
1８５８
1861
1862
1２３２
２2３1８
家
茂
将
軍
宣
下
移
徒
家
茂
婚
礼
そ
れ
〈
'
二
つ
t
，
ま
つ
ゑ
ち
と
せ
T
へ
Ｉ
ユ
§
か
ゆ
く
た
み
〈
冬
夫
治
ま
れ
る
国
土
の
。
か
た
め
に
立
る
松
か
枝
ハ
。
千
年
を
か
け
て
末
葉
ま
て
。
栄
行
か
け
に
民
草
も
。
ゆ
た
か
に
な
ふ
く
こ
と
ふ
き
ハ
。
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
夫
空
高
く
ま
ふ
鶴
の
。
宿
り
嬉
し
く
松
か
枝
に
。
今
よ
り
住
て
常
磐
な
る
。
色
に
あ
へ
つ
、
千
代
の
ミ
の
。
萬
代
ま
て
も
常
ゆ
く
ハ
。
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
そ
れ
た
か
ま
つ
、
た
め
し
ひ
き
か
た
あ
め
ｌ
ユ
こ
ろ
も
「
」
よ
あ
ふ
旦
入
夫('ＢｉT高き松が枝にか、る例仙方の天の羽衣まれなれハ千代のミけしと仰きつ、君にき、ぐることぶき
ハ
愛
度
か
り
け
る
時
と
か
や
○
○○○
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
…一言
JiLiliH紅葉狩/黒塚/張良船弁慶/百万/張良是界是界紅葉狩龍田藤栄龍田 言言松言言言言老祝祝老祝祝祝祝養※※※※※※※※ 千手熊野芭蕉東北芭蕉芭蕉千手東北 鍋八嬢/入間川/宗論目近龍骨/井杭/舟鮒末広がり/雁盗人/井杭掲鞁/ほうろく／茶壷/鬼清水麻生/口真似/比丘貞麻生/茶壷/鳧狂言二番膠ｌｌｌｌｌ「Ｊ柿※※※※’ 鷺紅葉狩張良張良道成寺/檀風/国栖張良/三井寺/七騎落 福の神/通園/地蔵舞福の神/今参/比丘貞目近龍骨/花子/若市/栗焼/妻の目懐中聟/三人片輪/柿山伏/沙汰が母呉服呉服養老金札金札橋弁慶橋弁慶国栖春日龍神張良鞍馬天狗小鍛怡紅葉狩 ．’１１１１‐‐障脚「朧「鮒勵’鞍馬天狗張良国栖紅葉狩春日龍神羽衣東北東北東北羽衣羽衣羽衣羽衣 鞍馬天狗是界道成寺春日龍神張良紅葉狩紅葉狩石橋 金札金札金札金札金札呉服呉服呉服鞍馬天狗国栖張良春日龍神 七○石橋張良春日龍神
松堂フィルム〉。『徳川実紀』より作成。丸数字は表lのそれに対応し、将軍就任順位を示す。
I土祝言として演じたことが明示されている曲を記した。）
に従った。他は現行の表記に従った。）
Hosei University Repository
江戸幕府町人能番組一覧表２江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
七
(註１：ａ『江戸幕府日記』〈内閣文庫所蔵〉ｂ『触流御能組」〈法政大学能楽研究所所蔵〉ｇ『柳営日次記』〈雄
(註２：現行の曲分類に従えば切能物である『張良」「紅葉狩』などは便宜上四番目物として記した。切能物に
(註３：同じ曲で表記が異なるものは、そのときのシテの流派の表記に沿って記録したと考えられるため、それ
年代
元号 年 西暦 月 日
祝儀
③
氷
永
永
保
保
保
安
安
寛
寛
寛
正
正
正
慶
慶
１１
７
８
１
１
２
２
２
１
１
'634
1640
1641
1645
1645
1645
1648
1648
２
５
９
４
５
７
１
５
閏
閏
２
８
９
９
４
２
１
７
４
２
１
１
秀忠三回忌
公卿門跡饗応
家綱誕生
家綱元服叙任
公卿饗応
日光落成
法会終了
御神忌
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番嬰
翁三番里
ｊりあく
亀松
ロ
ロ
開
開
砂
砂
砂
砂
砂
砂
老
砂
高
高
高
高
高
高
養
高
※
※
※
※
※
※
※
※
④ 安暦
治
文
文
慶
明
万
寛
寛
４
２
２
３
４
'651
1656
1659
1663
1664
８
６
９
５
４
２
２
２
９
６
２
２
１
１
２
家綱将軍宣下
家綱病気平癒・袖留
家綱本丸移徒
日光社参
法会終了
翁三番里
翁三番里
翁三番嬰
翁三番隻
翁三番里
通
亀
神
蟻
松
餅
福
ロ
ロ
ロ
ロ
開
開
開
開
砂
砂
砂
砂
帝
高
高
高
高
皇
末広がり
※
※
※
※
⑤ 延宝 ８ 1680 ９ 1８ 綱吉将軍宣下 翁三番里 松亀 開口 高砂
、●●〃
〃●、
⑥ 宝永 ６ 1７０９ ５ ３ 家宣将軍宣下 翁三番里 八幡 開口 高砂 末広がり
⑦ 正徳
正徳
３
５ 1７１３
１７１５
４
５ ５
1１
家継将軍宣下
御神忌
翁三番里
翁三番里
松亀
春日
開口
開口
砂
砂
高
高 麻生
麻生
⑧ 保保
保
保
文
享
享
享
享
元
１
０
３
６
１
１
１
２
'７１６
１７２５
１７２８
１７３１
１７３７
８
４
４
２１
６
1５
１１
２８
１９
６
吉宗将軍宣下
家重元服叙任
日光社参
家重婚礼
家治誕生
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
福神
松竹
如意宝珠
鶴亀
相生
ロ
ロ
ロ
ロ
口
開
開
開
開
開
幡
幡
幡
八
八
八
砂
砂
弓
弓
弓
高
高
麻生
福の神
八幡前
末広がり
末広がり
⑨ 延享
宝暦
宝暦
２
４
０１
1７４５
１７５４
１７６０
1１
１２
２
３
５
３１
家重将軍宣下
家治婚礼
家治転任・兼任
翁三番盟
翁三番盟
翁三番里
松竹
松亀
鶴亀
開口
開口
開口
幡
松
砂
八
老
高
弓
末広力
末広力
末広力
り
り
り
⑩ 暦暦
永
永
明
宝
宝
安
安
天
０
２
１
１
５
９
１
'７６０
１７６２
１７７６
１７８０
１７８１
９
１
５
９
８
１
５
３
３
１
１
５
５２
家治将軍宣下
家斉誕生
日光社参
家治転任
御義君様被仰出候
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
松竹
相生
如意宝珠
鶴亀
鶴亀
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
関
開
開
開
開
幡
幡
松
砂
八
八
砂
老
高
弓
弓
高
末広がり
末広がり
八幡前
末広がり
末広がり
⑪ 明明
政
化
化
化
政
政
天
天
寛
文
文
文
文
文
７
７
４
６
０
３
１
１
５
０１
７
７
２
９
３
６
２
８
８
９
０
１
１
２
７
７
７
８
８
８
８
１
１
１
１
１
１
１
７２８１
４
２１
８
２１
１
４
３
３
１
６１
６
８１
９
８１
５
４
２２
家斉将軍宣下
種姫入輿
家慶誕生
家慶婚礼
家定誕生
家斉転任
家斉転任
家斉・家慶昇進
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
翁三番里
竹
亀
生
竹
生
亀
亀
亀
松
鶴
相
松
相
鶴
鶴
鶴
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
開
開
開
開
開
開
開
開
幡
幡
幡
砂
砂
砂
砂
砂
八
八
八
高
高
高
高
高
弓
弓
弓
末広がり
萩大名
末広がり
末広がり
末広がり
末広がり
末広がり
末広がり
⑫ 保保
化
永
天
天
弘
嘉
８
４１
２
２
1837
1843
1845
1849
９
５
５
１
１
４
２
８
７
１
２
家慶将軍宣下
日光社参
本丸移徒
家定婚礼
翁三番里
翁三番隻
翁三番里
翁三番里
松竹
如意宝珠
餅
松竹
ロ
ロ
ロ
ロ
開
開
開
開
老松
弓八幡
高砂
高砂
末広がり
八幡前
今参
末広がり
⑬ 嘉永 ６ １８５３ 1１ 2５ 家定将軍宣下 翁三番里 松竹 開口 高砂 末広がり
⑭ 安政
文久
文久
５
１
２
1８５８
１８６１
１８６２
1２
３
２
２
2３
１８
家茂将軍宣下
移徒
家茂婚礼
翁三番里
翁三番里
翁三番里
福の神
餅
松竹
開口
開口
開口
弓八幡
高砂
高砂
末広がり
今参
末広がり
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「
仁
政
」
が
直
接
的
に
表
現
さ
れ
た
。
三
つ
目
に
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
九
月
家
慶
将
軍
宣
下
に
は
、
「
梓
ゆ
み
」
（
梓
弓
）
や
「
ゆ
ず
る
」
（
弓
弦
・
譲
る
）
と
、
武
威
を
強
調
し
、
そ
の
継
承
を
示
す
語
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
と
吉
宗
が
日
光
社
参
を
復
活
し
て
以
降
、
社
参
を
行
っ
た
の
は
、
家
治
・
家
慶
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わせると、この一一一者の間には、家康を淵源にした将軍
権
威
を
志
向
す
る
と
い
う
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
最
後
に
、
将
軍
権
力
が
支
配
す
る
時
間
と
空
間
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
、
時
間
は
永
久
不
変
の
松
に
措
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
淵
源
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
八
月
吉
宗
将
軍
宣
下
の
「
濱
松
」
と
い
う
語
が
駿
府
を
示
し
、
家
康
の
隠
嶮
で
あ
る
こ
と
に
瀕
藩
な
よ
う
に
、
家
康
に
求
め
ら
れ
た
。
次
に
空
間
は
、
享
保
一
三
年
四
月
日
光
社
参
お
よ
び
天
保
八
年
九
月
家
慶
将
軍
宣
下
に
み
ら
れ
る
「
八
島
の
外
」
に
措
定
さ
れ
た
。
幕
府
は
、
日
本
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
形
成
を
、
朝
鮮
通
信
使
や
琉
球
使
節
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
よ
っ
て
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
（、）
か
ら
、
こ
こ
で
示
し
た
開
川
も
そ
の
一
環
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
開
ｎ
は
、
い
ず
れ
も
ｎ
本
の
外
す
な
わ
ち
中
国
・
朝
鮮
を
視
野
に
入
れ
て
将
軍
の
慈
悲
を
述
べ
る
も
の
と
言
え
る。こ
の
よ
う
に
開
口
で
は
、
現
実
の
統
治
者
で
あ
る
将
軍
と
将
軍
家
法
政
史
学
第
六
十
二
号
本
項
で
は
、
演
目
に
あ
る
特
定
の
文
句
に
着
目
し
て
、
そ
の
機
能
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
町
入
能
で
採
用
さ
れ
た
演
Ⅱ
の
性
格
を
示
す。表
２
は
、
「
江
戸
幕
府
Ⅱ
記
」
を
中
心
に
、
幕
府
や
能
役
者
の
記
録
か
ら
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
町
入
能
の
番
組
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
仏
事
や
饗
宴
で
な
く
、
公
的
な
場
で
の
祝
儀
に
際
し
て
町
入
能
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
享
保
期
（店）
以
降
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
士
口
宗
治
世
下
で
の
演
凹
を
対
象に検討する。
吉
宗
治
世
下
で
の
公
的
な
場
に
お
い
て
の
演
目
と
、
そ
れ
ら
に
共
（焔）
通
し
て
現
れ
る
文
句
を
抜
き
出
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
永
続
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
当
代
の
将
軍
は
、
時
間
軸
で
の
家
康
と
の
連
続
に
よ
る
支
配
の
正
統
性
と
、
東
ア
ジ
ア
ま
で
を
含
め
た
「
仁
政
」
の
行
為
主
体
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
支
配
の
正
当
性
を
も
つ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
開
口
は
、
儀
礼
の
場
で
音
声
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
将
軍
に
聖
（ｕ）
性を付与したとも一一一一口えるだろう。
二
演
能
に
よ
る
秩
序
形
成
１
こ
と
ば
の
機
能
と
減
Ⅱ
の
性
格
七
一
一
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表３ 寅目と文句の対応 選ん
だ
演
目
は
、
祝
言
性
を
持
つ
脇
能
物
と
切
能
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
町
入
能
で
は
採
用
さ
れ
な
い
演
目
が
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
〈難波〉・〈賀茂〉・〈岩船〉である。
表
３
で
は
、
「
四
海
波
静
に
て
」
及
び
「
君
は
船
臣
は
水
」
と
い
う
文
句
は
、
こ
の
形
で
詞
章
に
あ
る
演
目
に
は
有
、
な
い
演
目
に
は
無
と
記
し
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
文
句
に
対
応
す
る
所
作
は
、
「
角
取
左
へ
廻
」
な
ど
基
本
的
な
所
作
の
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
（Ⅳ）
お
く
。
ま
た
「
松
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
そ
れ
を
賞
賛
す
る
文
句
（
「
千
年
の
松
」
、
「
松
高
き
」
等
）
の
有
無
を
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
ると、先に触れたく難波〉・〈賀茂〉・〈岩船〉の共通点は、
「
松
」
を
賞
賛
す
る
文
句
が
詞
章
に
現
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ところで、表３で保留と記したく難波〉の「四海波～」
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
(観世左近箸「観世流百番集」
〈槍書店、一九八八年>）
(同著「観世流続百番集』〈同>）
前
項
で
は
、
祝
言
性
の
高
い
演
目
に
お
け
る
こ
と
ば
の
機
能
を
、
吉
宗
治
世
下
で
の
町
入
能
と
そ
れ
以
外
の
儀
礼
の
場
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
し
、
幕
府
が
ど
の
よ
う
な
意
識
で
選
曲
し
て
い
た
か
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
吉
宗
治
世
下
の
番
組
を
対
象
に
、
演
目
の
内
容
と
所
作
に
着
目
し
て
、
そ
こ
に
表
象
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取っていく。以下で分析するのは、仙翁、②脇能、③修羅
（旧）
能、㈹切能である。
仙
翁
〈翁〉は、慶安元年（一六四八）閏一月法会終了後以降
に町入能の番組に定着した（表２参照）。この〈翁〉とは、
は「四方に治まる八州の波静に照らす日の本の」、「君は舟
～
」
は
「
水
よ
く
船
を
浮
か
む
と
か
や
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
近
似
し
た
形
で
詞
章
に
現
れ
る
。
こ
こ
で
、
先
に
確
認
し
た
通
り
、
こ
の
文
句
に
対
応
す
る
所
作
は
、
象
徴
的
所
作
で
は
な
く
基
本
的
所
作
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
入
能
で
採
用
さ
れ
た
演
目
で
は
、
文
句
が
より重視されていたと一言える。
こ
れ
ら
よ
り
、
町
人
能
で
採
用
さ
れ
た
演
目
は
、
祝
言
性
に
加
え
、
「
松
」
を
主
題
に
し
、
天
下
泰
平
と
君
臣
関
係
を
よ
り
明
瞭
に
想
起
さ
せ
る
文
句
が
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
２
内
容
・
所
作
に
み
る
演
目
の
性
格
七
四海波
静にて
君は舟
H1は水 松
高砂 有 紐へ 有
lEj八幡 有 有 有
老松 有
飛へ 有
養老 圧、釘小 有 有
金札 有 有 有
呉服
鉦州 疵へ 有
難波 保留 保留 疵州
賀茂 疵州 抓州 佃州
岩船 鉦州 狂狐 把州
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来
臨
し
た
祖
先
神
が
始
源
の
時
間
を
再
現
し
、
子
孫
の
繁
栄
を
言
祝
（四）
ぐ
こ
と
を
本
来
の
意
味
と
す
る
演
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
江
戸
幕
（卯）
府
に
と
っ
て
の
祖
先
神
と
は
神
君
家
康
で
あ
る
。
家
康
の
神
格
化
が
進んだ寛永期を経て、〈翁〉が町入能に固定化したことは、
祖
先
神
・
家
康
が
翁
に
仮
託
さ
れ
て
能
の
場
に
来
臨
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
町
入
能
の
空
間
は
、
家
康
の
加
護
に
よ
る
国
家
安
泰
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
②
脇
能
〈高砂〉は、正月二日の幕府儀礼である一謡初めにも謡わ
れる祝言の演目である。これは、祝一一一一口の最たる演目として
（Ⅲ）
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
此
唄
を
よ
る
づ
の
謡
の
最
上
と
し
、
又
は
祝
言
第
一
と
す
る
事
、
始
終
釈
教
の
語
を
ま
じ
へ
ず
、
神
を
崇
め
君
を
祝
い
、
或
は
万
葉
・
古
今
両
集
の
本
体
を
の
べ
た
り
、
和
歌
の
す
な
を
な
る
は
神
の
御
心
也
、
和
歌
を
託
し
て
君
を
ま
も
り
、
君
は
和
歌
を
以
て
世
の
政
を
し
る
し
め
す
、
（
略
）
、
さ
れ
は
神
と
い
ひ
君
と
い
ひ
、
久
し
き
弧
詞
に
松
の
徳
を
つ
ら
ね
た
り
、
松
は
是
常
住
不
変
の
形
を
あ
ら
は
し
、
和
漢
共
に
賞
之
、
世
阿
弥
口
伝
抄
云
、
高
砂
は
松
の
日
出
度
威
徳
を
作
る
も
の
な
れ
は
初
春
に
是
を
う
た
ひ
初
る
也
云
々
、
〈
高
砂
〉
は
、
外
来
思
想
で
あ
る
仏
教
の
経
典
を
用
い
ず
、
日
本
法
政
史
学
第
六
十
二
号
固
有
の
神
道
と
そ
れ
が
表
現
さ
れ
た
和
歌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
特
に
、
松
の
徳
が
神
へ
の
崇
敬
と
君
の
祝
福
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
不
変
性
に
代
表
さ
れ
る
松
の
威
徳
が
治
世
の
祝
福
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
、
〈
高
砂
〉
を
演
じ
る
上
で
の
心
構
え
と
し
て
説
明
し
た
（型）
のは、幕府抱這え役者北十大夫である。北が平戸藩主松浦静
山
に
役
者
の
秘
伝
と
し
て
話
し
た
の
は
、
「
中
に
も
こ
の
松
は
万
木
に
勝
れ
て
、
十
八
公
の
よ
そ
ほ
ひ
千
秋
の
緑
を
な
し
て
古
今
の
色
を
見
ず
、
始
皇
の
御
爵
に
預
る
ほ
ど
の
木
な
り
と
て
異
国
に
も
、
本
朝
に
も
万
民
こ
れ
を
賞
歓
す
」
の
部
分
を
謡
う
と
き
、
「
仕
手
は
何
ご
と
も
な
く
坐
し
て
居
れ
ど
も
、
心
中
に
は
、
身
は
灘
台
に
あ
り
て
遇
に
あ
な
た
な
る
正
面
に
御
坐
あ
る
上
様
を
、
向
に
松
を
観
る
心
に
て
ゐ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
舞
台
上
に
は
不
在
の
神
徳
あ
る
松
を
、
前
方
に
静
座
す
る
将
軍
に
仮
託
し
て
畏
敬
を
も
っ
て
謡
う
と
言
う
。
いずれも江戸時代中後期の一一一一Ｍ説である。これらからは、
〈高砂〉が祝福する対象は、徳川将軍の治世であり、その
統
治
の
時
間
は
、
和
歌
と
一
体
に
な
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
当
代
が
和
歌
の
歴
史
と
同
様
の
時
間
を
刻
ん
で
き
た
と
い
う
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
、
徳
川
政
権
の
起
源
を
前
に
遡
ら
せ
る
作
用
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
四
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〈老松〉には、「北野天神縁起」等に取材し、神木である
松
梅
が
御
代
を
末
永
く
守
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
中
心
は
、
「
十
訓
抄
」
第
六
の
好
文
木
の
梅
の
い
わ
れ
を
引
用
し
て
忠
義
を
説
く
部
分
と
、
『
十
訓
抄
』
第
一
の
松
の
叙
爵
の
故
事
を
引
用
し
て
報
恩
を
説
く
部
分
で
あ
る
。
こ
う
し
て
梅
と
松
を
神
徳
と
し
て
治
仙を一言祝ぐ〈老松〉には、身分上の上位者への忠とそれに
対
す
る
御
恩
と
い
う
関
係
性
が
み
ら
れ
る
。
〈
弓
八
幡
〉
は
、
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
の
神
徳
に
よ
っ
て
、
武
力
に
依
ら
な
い
治
世
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
後
宇
多
院
の
御
代
を
八
幡
の
神
威
に
よ
っ
て
守
る
と
い
う
演
目
で
あ
る
。
こ
の
主
題
を
象
徴
す
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
肩
に
担
い
で
い
た
弓
（麹）
を
お
ろ
し
、
ワ
キ
に
渡
す
シ
ー
ナ
の
所
作
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
弓
は
、
初
め
か
ら
金
椴
の
袋
に
入
れ
ら
れ
て
武
力
を
封
鎖
さ
れ
て
｛型）
い
る
。
〈
弓
八
幡
〉
で
は
、
泰
平
の
世
と
は
武
力
を
使
わ
な
い
も
の
であることを視覚に訴えていたと一一一一口える。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
熊
本
藩
抱
え
役
者
中
村
庄
右
衛
門
が
（躯）
能
の
秘
伝
に
つ
い
て
藩
主
に
答
遥
え
た
中
に
も
み
ら
れ
る
。
一
高
砂
・
弓
八
幡
、
同
前
之
祝
儀
二
而
御
座
候
得
共
、
弓
八
幡
ハ
幸
之
弓
を
持
、
蓬
の
矢
を
以
、
悪
魔
を
治
め
給
ふ
応
神
天
皇
―
―
て
御
座
候
、
日
本
ハ
神
国
、
殊
二
武
を
以
治
候
得
ハ
、
武
家
之
方
二
而
者
大
切
成
習
御
座
候
故
、
惣
躰
高
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
砂とハ心得茂違、六ヶ敷祝一一一一ローて御座候由申上候
事、
こ
こ
で
は
、
弓
八
幡
の
神
は
実
体
の
な
い
武
力
で
あ
る
「
幸
之
弓
、
蓬
の
矢
」
で
悪
魔
を
降
伏
し
た
応
神
天
皇
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
国
で
あ
る
日
本
は
、
象
徴
化
さ
れ
た
武
力
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
当
代
の
武
家
支
配
の
正
統
性
の
根
拠
を
示
し
て
い
た
。
③修羅能
〈
田
村
〉
は
、
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
四
月
の
家
重
元
服
叙
任
時
の
演
目
で
あ
る
こ
と
に
特
に
注
意
し
た
い
。
「
清
水
寺
縁
起
」
に
取
材
し
た
こ
の
演
目
で
は
、
前
場
の
シ
テ
で
あ
る
桜
守
の
童
子
は
、
後
場
で
東
夷
を
平
定
し
天
下
泰
平
を
も
た
ら
し
た
坂
上
田
村
麻
目
将
軍
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
装
束
の
違
い
に
明
白
で
あ
る
。
前
場
の
シ
テ
は
、
慈
童
の
面
を
掛
け
水
衣
を
着
し
萩
箒
を
持
つ
童
子
の
姿
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
場
の
シ
テ
は
、
平
大
の
町
を
掛
け
梨
打
烏
附
子
に
半
切
・
法
被
を
着
し
太
刀
を
持
つ
武
将
の
姿
に
変
わ
っ
て
（妬）
登
場
す
る
。
こ
の
視
覚
さ
れ
る
劇
的
な
変
化
は
、
家
重
が
元
服
し
た
後
に
は
将
瀬
と
し
て
天
下
泰
平
を
も
た
ら
す
存
在
に
な
る
こ
と
の
隠
楡になったと一言えよう。
〈屋島〉・〈箙〉は、「平家物語』を本説とし、源平合戦に
勝
利
し
た
源
家
の
武
将
を
題
材
と
し
て
い
る
。
源
平
合
戦
の
歴
史
七
五
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は
、
武
家
政
権
へ
の
転
換
の
歴
史
、
つ
ま
り
武
家
政
権
の
起
源
神
話
（”）
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
政
権
で
あ
る
江
一
Ｐ
幕
府
に
と
っ
て
武
家
政
権
の
歴
史
を
内
包
し
、
そ
れ
を
見
せ
る
こ
と
で
の
正
統
性
を
補
強
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
川
切
能
物
〈養老〉は、「十訓抄」第六の孝子説話を本説として、養
老
の
瀧
の
縁
起
を
語
り
、
不
老
長
寿
の
水
に
こ
と
寄
せ
て
御
代
を
言
祝
ぐ
演
目
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
孝
子
督
励
と
御
代
の
祝
福
の
二
つ
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
孝
子
説
話
と
し
て
、
樵
夫
は
山
で
見
つ
け
た
不
思
議
の
水
を
老
父
母
に
も
飲
ま
せ
老
を
養
っ
た
と
い
う
部
分
と
、
政
権
讃
美
と
し
て
、
そ
の
薬
の
水
を
帝
に
捧
げ
て
泰
平
の
代
が
栄
え
尽
き
な
い
こ
と
を
祝
う
、
と
い
う
部
分
か
ら
成
る
。
〈
養
老
〉
に
は
、
「
家
」
制
度
で
の
孝
か
ら
公
儀
に
対
す
る
忠
へ
と
一
曲
の
中
で
意
識
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
金
札
〉
で
は
、
神
国
Ⅱ
本
を
守
護
す
る
と
い
っ
て
登
場
し
た
後
シ
テ
が
悪
魔
降
伏
の
姿
を
示
現
す
る
。
こ
の
演
目
で
後
場
の
シ
テ
は
、
舞
台
上
の
作
り
物
の
中
か
ら
弓
矢
を
握
っ
て
現
れ
る
。
シ
テ
は
、
「
弓
を
つ
か
へ
悪
魔
を
射
は
ら
ひ
」
と
い
う
文
句
と
と
も
に
舞
台
左
後
方
の
幕
へ
向
か
っ
て
弓
を
放
つ
。
そ
し
て
「
と
て
も
治
ま
る
国
な
れ
ハ
（
略
）
弓
を
は
づ
し
劔
を
納
め
」
と
い
う
文
句
に
合
わ
せ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
本
稿
で
は
、
江
戸
幕
府
は
町
入
能
と
い
う
共
同
性
空
間
で
、
自
ら
の
支
配
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
呈
示
し
、
そ
こ
で
集
団
の
秩
序
化
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
検
討
を
し
て
き
七
六
（羽）
て
、
弓
を
捨
て
る
所
作
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
武
力
の
い
ら
な
い
泰
平
の
世
を
示
す
。
こ
こ
で
も
〈
弓
八
幡
〉
と
同
様
に
、
凍
結
し
た
武
力
こ
そ
が
武
家
支
配
の
正
当
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〈
呉
服
〉
に
は
、
錦
繍
の
技
を
伝
え
て
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
二
人
の
機
姫
に
よ
る
機
織
の
再
現
と
「
御
代
」
の
祝
福
が
描
か
れ
て
い
る
。
貢
物
と
「
御
代
」
の
長
久
が
連
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
には生産と富国の要素がある。つまり〈呉服〉は、職能に
よ
っ
て
祀
ら
れ
た
女
工
を
演
じ
る
こ
と
で
、
職
の
尊
卑
観
念
か
ら
民
衆
を
解
放
し
、
職
分
を
全
う
す
る
民
衆
の
主
体
的
な
生
産
活
動
を
促
す演目と一一一一口える。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
町
入
能
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
武
力
に
よ
る
武
家
の
支
配
の
正
統
性
、
儒
教
道
徳
に
基
づ
く
公
儀
と
の
忠
孝
・
恩
の
関
係
、
民
衆
の
生
産
意
欲
の
煽
動
、
「
徳
川
の
歴
史
」
に
関
す
る
過
去
と
未
来
の
記
憶
の
創
造
ｌ
徳
川
の
支
配
正
統
性
の
補
強
ｌ
を
意
図
し
た
演
Ⅱ
が
選
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
お
わ
り
に
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。
こ
こ
で
検
討
結
果
を
簡
単
に
ふ
り
返
っ
て
お
く
。
第
一
節
で
は
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
の
み
が
祝
儀
能
の
時
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
開
口
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
原
則
と
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
、
加
賀
藩
と
幕
府
の
事
例
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
開
口
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
機
能
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。
ま
ず
、
幕
府
が
開
口
を
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
に
限
定
し
て
許
し
た
の
は
、
幕
府
を
軸
に
し
た
三
者
の関係性の中でそれぞれの差異を明示するためであった。
次
に
、
加
賀
藩
が
家
中
を
対
象
に
作
成
し
た
開
口
の
内
容
は
、
大
名
の
領
国
で
の
義
務
を
「
土
地
・
人
民
・
政
事
」
を
司
る
こ
と
と
し
、
家
原
に
は
こ
れ
を
補
佐
す
る
こ
と
が
勤
め
で
あ
る
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
持
大
名
の
開
口
は
、
御
能
拝
見
の
場
で
行
わ
れ
る
教
諭
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
一
方
、
幕
府
政
治
の
蝿
念
的
支
柱
で
あ
る
儒
者
が
作
成
し
た
開
口
の
内
容
は
、
徳
川
政
権
の
「
仁
政
」
や
武
威
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
いった徳川政権の性格は、その始源である家康と結びつけ
ら
れ
る
こ
と
で
現
政
権
の
支
配
の
正
統
性
と
し
て
晴
一
伝
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
御
能
拝
見
と
い
う
共
同
性
空
間
で
行
わ
れ
る
開
口
は
、
限
定
的
で
は
あ
り
な
が
ら
社
会
秩
序
を
示
し
、
政
権
の
統
一
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
は
、
幕
府
町
入
能
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
に
つ
い
て
、
文
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
Ⅱ
と
秩
序
（
川
上
）
句
及
び
内
容
と
所
作
に
着
目
し
て
検
討
し
、
選
ば
れ
る
演
目
に
は
次
の
性
格
を
確
認
し
た
。
ま
ず
、
祝
言
性
を
基
調
に
し
た
演
吋
で
文
句
に
着
目
す
る
と
、
徳
川
家
の
繁
栄
や
そ
の
治
世
、
儒
教
思
想
に
基
づ
く
理
想
的
な
君
臣
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
演
目
が
選
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
内
容
に
着
目
す
る
と
、
江
戸
幕
府
は
武
力
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
こ
と
、
徳
川
の
歴
史
を
遡
及
さ
せ
、
同
時
に
未
来
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
徳
川
の
支
配
の
正
統
性
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
儒
教
道
徳
に
基
づ
く
君
臣
間
の
忠
孝
・
恩
、
他
に
民
衆
の
生
産
性
に
立
脚
し
た
富
国
を
説
く
面
も
確
認
し
た
。
か
つ
、
そ
れ
ら
は
象
徴
的
な
所
作
を
伴
う
こ
と
で
、
選
曲
の
趣
旨
を
よ
り
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
検
討
か
ら
は
、
町
入
能
と
い
う
共
同
の
場
は
、
江
戸
幕
府
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
こ
と
ば
と
身
振
り
に
よ
っ
て
見
せ
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
町
入
能
の
場
は
、
江
戸
幕
府
自
身
に
よ
る
徳
川
政
権
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
が
為
さ
れ
た場であったと一一一一口える。
乱
世
を
収
束
し
た
江
戸
幕
府
は
、
そ
の
支
配
の
求
心
力
を
武
力
か
ら
合
理
性
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
能
楽
は
、
礼
楽
思
想
に
立
（羽）
脚
し
、
式
楽
と
し
て
の
正
当
性
を
得
た
。
能
楽
を
用
い
た
江
一
戸
幕
府
儀
礼
、
特
に
町
入
能
は
、
江
戸
幕
府
の
礼
楽
思
想
を
具
現
し
て
、
幕
府
ひ
い
て
は
徳
川
将
軍
家
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
身
分
集
団
を
秩
序
づ
け
七
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
る空間であったと言える。
註（１）これについて本格的に論じたものはない。管見によれば
概説的な説明は、「山布波講座能・狂言Ｉ能楽の歴史」
（岩波書店、一九八七年）及び池内信嘉著「能楽盛衰記」
上巻（東京創元社、一九一一五年、復刻版一九九二年）にあ
る。双方は、江戸城で町人が能を観ることの異例を指摘し
ている。また、久留島浩「近世における祭りの「周辺Ｅ
（「歴史評論」四一一九号、’九八六年一一月）は、祝祭的性
格を持つ町人能は、将獺と比衆との交流によってⅡ常秩序
の関係性が再確認される場であったことを指摘している。
（２）開川は、脇能の最初にワキカが当代讃美の謡を独吟する
ものである。これはⅢ阿弥時代から行われていたもので、
近世にはその詞章は儒者がつくり、能役者がそれに節付を
した（西野春雄・羽川昶「能・狂言珊典」〈平凡社、一九
八七年〉二三七頁）。
江戸時代の開口について検討した唯一のものは、辻宏一
「江戸時代における開Ⅱの特徴について」ＳⅡ本歌謡研究」
第一九号、一九八○年）である。開口の文句に関して、同
氏は、ワキ方高安流宗家所蔵本「万世開口御寿文集」を中
心素材として検討している。なお筆者は、「江戸幕府日記」
（内閣文庫所蔵）、シテ方観世流宗家本「御能組」（法政大
学能楽研究所所蔵、鴻山文庫寄贈、史料番号し’一四一’
一～二五。これは「触流御能組」と通称されている。以下
この呼称を用いる。）、「徳川実紀」を素材にした。
（３）「米府紀事略」巻之一七（久留米市史編さん委員会「久
留米市史」第九巻資料編近仙Ⅱ〈一九九三年〉九六七頁）。
（４）例えば禁裏の開口は以下のようであるＳⅡ堂見聞集」
巻之六（「続日本随筆大成」別巻近世風俗見聞集二〈吉
川弘文館、一九八一年〉一三一～一三二頁）。
御即位御祝儀御能、開口、卯三月一日、浅井重遠作、
夫久堅の天の原仰は高き高御座千年を祝ふ初春や
宝
の
鬼
厳
に
道
真
な
る
故
万
の
邦
も
雍
て
Ⅱ
川
度
か
り
け
る
御
代
と
か
や
（５）「御家督御人同御能御番組作法書」（加越能文庫蔵、法政
大学能楽研究所所蔵、山科香川写し’一一一一一一一）。
（６）辻氏前掲。
（７）辻氏前掲は、開川は篭町末期頃までは定式がなかったと
推定した上で、江戸時代の開口の定式化の理由を二つ挙げ
ている。一つには、江戸幕府による能楽の式楽化と開口作
成者の能役背から儒者への移行によるもの。二つには、秀
忠の上洛のとき、ワキカが開口文を忘れ、謡い出せなかっ
たという不祥事によるもの、である。この不祥事とは、寛
永三年（一六二六）九川六Ⅱ、家光将節宣下のため二条城
へ行幸した際に起きたことである。この時、「道春作之」、
「山科之進藤久右衛門被仰付」た開口は、「夫唐たうたい
七
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の
春
秋
ハ
政
を
天
下
に
施
し
我
朝
の
北
山
の
行
幸
ハ
名
も
後
代
に
傳
へ
た
り
ま
し
て
や
今
ハ
と
く
だ
く
の
厚
事
重
陽
に
咲
る
菊
の
露
積
□
か
ね
て
幾
代
の
ふ
ち
も
影
近
く
せ
い
ゐ
ん
の
し
け
き
こ
と
よ
つ
の
時
か
は
ら
ぬ
松
の
色
深
く
猶
も
千
と
せ
の
秋
を
知
ら
す
と
た
く
ひ
す
へ
な
き
君
か
代
の
目
出
度
か
り
け
る
時
と
か
や
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
Ｓ
高
安
流
開
Ⅱ
文
句
集
」
〈
鴻
山
文
庫
寄
贈
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
、
史
料
番
号
伝
一
川
○〉）。
（
８
）
「
本
佐
録
」
（
石
川
一
良
・
金
谷
治
校
注
「
Ｒ
本
思
想
大
系
肥
藤
原
怪
満
林
羅
山
」
〈
瑞
波
評
店
、
一
九
七
五
年
〉
二
八
五
頁
）
Ⅱ
「
本
佐
録
」
は
写
本
が
多
数
残
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
名
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
著
者
に
つ
い
て
も
本
多
正
信
と
す
る
説
、
藤
原
慢
窩
と
す
る
説
の
二
つ
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
著
者
を
同
定
す
る
こ
と
は
問
題
と
し
な
い
の
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
着
眼
点
を
お
い
た
。
（
９
）
深
谷
克
己
「
近
世
に
お
け
る
教
諭
支
配
」
（
岡
山
藩
研
究
会
編
「藩世界の意識と関係」〈岩川詩院、二○○○年〉）は、近
世
の
教
諭
支
配
が
最
も
有
効
に
機
能
す
る
の
は
、
儀
礼
の
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
、
）
註
４
、
二
一
二
～
二
一
三
貝
。
こ
れ
は
、
「
徳
川
笑
紀
」
に
記
救
さ
れ
た
開
ｎ
文
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
（
ｕ
）
Ｋ
・
Ｗ
・
ナ
カ
イ
ヨ
礼
楽
」
・
「
征
伐
」
の
再
統
一
Ｉ
新
井
ｎ
石
の
将
軍
権
力
再
構
想
と
そ
の
挫
折
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ
」
言
季
刊
日
本思想史」三一、一九八八年）。
江
戸
城
町
人
能
の
開
川
・
減
Ⅱ
と
秩
序
（
川
上
）
（皿）「月堂見聞集」巻之八（同前）一三七頁。
（
型
藤
井
穣
治
「
一
七
世
紀
の
日
本
ｌ
武
家
の
国
家
の
形
成
ｌ
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
」
第
一
二
巻
近
世
二
〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年〉）。
（
ｕ
）
早
川
庄
八
「
八
世
紀
の
任
官
関
係
文
書
と
任
官
儀
に
つ
い
て
」
（川筈「Ⅱ本古代向僚制の研究」〈川灯波需店、一九八六年〉
第
三
章
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
王
朝
の
宣
命
な
ど
の
例
も
あ
り
、
汗
声
・
こ
と
ば
の
持
つ
感
染
力
は
政
治
の
場
面
で
も
期
待
さ
れ、一定度の有効性を挙げていたと言えよう。
（
垣
町
人
能
に
翁
・
風
流
・
開
Ⅱ
が
川
い
ら
れ
た
の
は
、
辻
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
二
九
月
家
綱
誕
生
の
祝
儀
能
が
最
初
で
あ
る
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
二
八
月
家
綱
将
軍
宣
下
の祝儀能には、能五番・狂一言一一番に翁・風流・開口がつく
形
と
な
り
、
以
後
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
具
体
的
な
そ
の
次
第
は
、
翁・風流・開川・脇能物・狂一一一ｍ・二番Ⅱ物・狂一言・一一一番Ⅱ
物
・
中
人
・
四
番
目
物
・
切
能
物
で
あ
っ
た
。
中
入
の
と
き
に
猿
楽
および町人への下賜があった。
（肥）これは、「有徳院殿御実紀」を通覧すると明らかである。
（
Ⅳ
）
「
仕
舞
附
二
（
鴻
川
文
庫
寄
鵬
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
、
史
料
番
芳
で
’
九
二
’
二
。
（
岨
）
江
戸
時
代
中
期
以
降
か
ら
能
の
番
組
構
成
は
、
翁
・
脇
能
・
二
番
Ⅱ
物
（
修
羅
能
）
・
三
番
目
物
（
璽
能
）
・
四
番
Ⅱ
物
（
狂
能
）
・
切
能
と
い
う
順
序
で
演
じ
る
の
を
最
も
正
式
な
形
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
翁
付
キ
五
番
立
と
い
う
。
（
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅳ
能
の
構
七
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（皿）「甲子夜話」巻二三（中村幸彦・中野一一一敏校訂「甲子夜
話」一一〈平凡社、一九七七年〉八三頁）。
造と技法」岩波書店、一九八七年）。
（
岨
）
能
の
演
目
の
一
つ
で
あ
る
〈
翁
〉
は
、
翁
猿
楽
と
言
わ
れ
て
お
り
、
能
の
芸
態
と
は
系
統
が
異
な
る
。
こ
の
翁
猿
楽
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
そ
の
神
聖
性
は
、
世
阿
弥
や
禅
竹
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
翁
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
に
お
い
て
も
古
く
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
諏
訪
春
雄
「
翁
と
三
番
里
ｌ
芸
能
に
お
け
る
来
訪
神
の
系
譜
ｌ
」
（
芸
能
史
研
究
会
「
芸
能
史
研究」一二二号、一九九八年）を参考にした。
（
型
「
当
家
の
祖
神
」
家
康
の
神
格
化
が
家
光
以
降
の
将
軍
権
威
に
如
何
に
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
高
木
昭
作
「
将
軍
権
力
と
天
皇
」
（青木書店、二○○三年）第二章・第三章を参照されたい。
（
型
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
巻
二
（
日
本
文
学
古
註
釈
大
成
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
〈日本図書センター、一九七九年〉四四頁）。著者は犬井貞
恕
、
寛
保
元
年
の
序
文
が
あ
り
、
明
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
謡
曲
注
（
韮
註
Ⅳ
。
（
〃
）
深
谷
克
己
氏
に
よ
る
と
、
家
康
は
徳
川
氏
が
武
家
政
権
の
起
源
で
（皿）『観世舞曲秘書二（鴻山文庫寄贈、法政大学能楽所究所．
所
蔵
、
史
料
番
号
で
’
九
八
’
二
。
（
妬
）
「
新
熊
本
市
史
」
史
料
編
第
三
巻
近
世
Ｉ
（
一
九
九
四
年
）
一
○
四四頁。
グーへ／－，
２４２３
、－=、-〆
法
政
史
学
第
六
十
二
号
恕
、
寛
保
一
聾
釈書である。
註
１７
つ
［
付
記
］
本
稿
は
、
二
○
○
四
年
一
月
に
法
政
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
教
授
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
る
鎌
倉
幕
府
の
継
承
者
で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
「
国
家
的
な
ま
と
ま
り
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
（
向
署
「
綱
ひ
き
す
る
歴
史
学
ｌ
近
世
史
研
究
の
身
構
え
ｌ
」
〈
校
倉
書
房
、
一
九
九
八年〉’九八頁）。
（肥）註Ⅳ。
（
別
）
礼
楽
は
新
井
白
石
・
荻
生
祖
侠
に
特
に
重
要
視
さ
れ
た
。
両
者
の
方
法
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
礼
楽
に
よ
っ
て
徳
川
家
の
支
配
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
点
は
共
通
す
る
。
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